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研究成果の概要（和文）：Tokai Valve Registryを立ち上げ、大動脈弁および僧帽弁疾患を中心としたレジスト
リーを構築した。経カテーテル大動脈弁留置術(TAVI)、経カテーテル僧帽弁形成術であるMitraClip治療も年々
増加しており、本邦における高齢者弁膜症患者の傾向が明らかになってきた。当院にてTAVIを行う際、治療をガ
イドするイメージングツールとして、経内頚静脈アプローチの心腔内超音波を使用しており、その低侵襲性(局
所麻酔で施行可能)および有用性につき国際学会で報告を行った。また、自己拡張型生体弁を使用することで、
TAVIの合併症の一つである伝導障害を抑えられる可能性を示唆した論文を発表した。

研究成果の概要（英文）：Valvular heart disease registry with aortic and mitral valve disease was 
established (Tokai Valve Registry). Substantial number of patients underwent transcatheter aortic 
valve implantation (TAVI) and transcatheter mitral valve repair with MitraClip. Treatment trends for
 elderly patients with significant valve disease were revealed.
We utilize intracardiac echocardiography via jugular vein which enables conscious sedation, minimal 
invasive TAVI. It is safe and effective strategy which we have reported in international cardiology 
congress. We also have published a paper regarding the usage of self-expandable transcatheter heart 
valve system in order to reduce new onset conduction disturbance which is still one of the Achilles'
 heels of TAVI. 

研究分野： 心臓弁膜症治療
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
人口の急速な高齢化に伴い、大動脈弁狭窄症や僧帽弁閉鎖不全症の有病率は上昇しており、重症度が中等度以上
の弁膜症は予後を悪化させることがこれまでの疫学研究で証明されている。本邦においても、同様の傾向が認め
られており、どういった患者が低侵襲カテーテル手術の恩恵を受けることができるか、明らかにすることは、急
増する医療費抑制にもつながる可能性のある重要な課題である。
今回、我々が構築した弁膜症レジストリー(Tokai Valve Registry)により、上記課題解決につながることが期待
され、また同治療の安全な普及に役立つと考えられる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
人口の急速な高齢化に伴い、大動脈弁狭窄症(AS)や僧帽弁閉鎖不全症(MR)の有病率は上昇し

ており、重症度が中等度以上の弁膜症は予後を悪化させることがこれまでの疫学研究で証明さ

れている(Nkomo et al. Lancet 2006)。また、重症 MR は左室機能障害を進行させ、心不全による

入院率を上昇させることが知られており、入退院の繰り返しは医療経済的にかなり問題となっ

ている。症状を有する、あるいは左室機能障害を伴う重症 MR に対する外科的僧帽弁手術は効

果的である一方、心筋梗塞や拡張型心筋症など器質的心疾患に伴って生じる「機能性 MR」に

対する外科的僧帽弁手術の効果は一定していない(日本循環器学会ガイドライン、ヨーロッパ心

臓病学会ガイドライン、アメリカ心臓協会ガイドライン)。これらの患者は全身状態が不良など

の理由により外科的治療は困難と判断され、薬物療法のみしか受けられないことも少なくない。 

実際、本邦において、高齢化社会に伴い、心不全患者が急増しているが、弁膜症がどの程度影

響しているのか、また最適な治療が行われているか、ということはあまり明らかになっていな

い。 
 
２．研究の目的 
 
本邦においては、大動脈弁および僧帽弁疾患を系統的に網羅したレジストリーはほとんど存在

せず、日本における弁膜症の傾向および手術リスクが高く外科的手術が困難な患者の同定は今

後僧帽弁領域においても経カテーテル弁膜症治療が導入されることを鑑みると、極めて重要な

急務である。研究代表者はこれまでヨーロッパにて経カテーテル僧帽弁形成術における予後お

よび再発予測因子を解明しており、その経験を元に、東海大学四病院における”Tokai Valve 

Registry”を構築し、外科手術かカテーテル治療か、患者に最も適切な治療を提供するためのデ

ータベース構築を行うことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 
本研究では、東海大学四病院における多施設登録研究”Tokai Valve Registry”の構築および日本人

と欧米人の弁膜症疾患の解剖学的および病態生理学的特徴の解析を主な目的としており、研究

責任者がヨーロッパで使用していた大動脈弁および僧帽弁疾患のデータベース項目と同様のも

のをベースに各病院共通の様式でデータ登録を行う。症例の蓄積を確認後、経胸壁および経食

道心エコー検査(2D および 3D)および CT 検査から得られた詳細な解剖学的(僧帽弁疾患であれ

ば、弁口面積、左房の大きさ、弁および弁輪の石灰化など)および病態生理学的情報(機能性 MR

の特徴など)を元に、日本人と欧米人の比較解析を行う。 
 
４．研究成果 
 

大動脈弁および僧帽弁疾患を中心としたレジストリーの構築が本研究の目的であるが、初年度に

Tokai Valve Registryを立ち上げ、現在、患者登録が進んでいる。特に昨年度(2018年度)は71名の

患者に経カテーテル大動脈弁留置術(TAVI)を実施しており、治療成績も良好で、今年度更なる

症例数の増加が見込まれている。一方、手術リスクの高い重症僧帽弁閉鎖不全症に対する経カテ

ーテル僧帽弁形成術であるMitraClip治療も平成30年4月についに保険償還となり、一般日常診療

で開始されるに至った。当院でも2018年9月よりMitraClip治療の開始し、これまでに15名の患者

の治療を終えている。高齢者心不全増加に伴い大動脈弁疾患のみならず、僧帽弁疾患の患者も今

後増加すると考えられる。 



研究成果として、Tokai Valve Registryから我々独自の取り組みについて検証、解析を進めてきた。

具体的には、当院にてTAVIを行う際、治療をガイドするイメージングツールとして、経内頚静

脈アプローチの心腔内超音波を使用しており、その低侵襲性(局所麻酔で施行可能)および有用性

につき、注目されており、EuroEcho Imaging 2018(ヨーロッパ最大の心臓画像に特化した学会)お

よび日本循環器学会にて報告を行った。また、自己拡張型生体弁を使用することで、TAVIの合

併症の一つである伝導障害を抑えられる可能性を示唆した論文を発表した(下記参照)。 

研究期間において、一番の目的であったTokai Valve Registryの構築を行うことができた一方で、

日米欧の弁膜症疾患ならびに治療の特徴の比較解析については今後の課題としている。 
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